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国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
・
松
江
国
道
事
務
所

は
、「
湖
陵
多
伎
（
こ
り
ょ
う
た
き
）
道
路
多
伎
Ｐ
Ｃ
上

部
工
事
」
で
、
橋
梁
工
事
と
し
て
国
内
で
初
め
て
「
Ｃ
Ｉ

Ｍ
モ
デ
ル
の
4
次
元
（
4
Ｄ
）
化
と
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
組
み
合
わ
せ
技
術
」
を
使
い
、
多
伎
イ

ン
タ
ー
橋
・
上
部
工
を
施
工
中
だ
。
最
新
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
一
部
作
業
で
最
大
約
40
％
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る

な
ど
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
品
質
管
理
の
高
度
化
な
ど

を
実
現
す
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

生
産
性
向
上
、
品
質
管
理
に

湖
陵
多
伎
道
路
多
伎
Ｐ
Ｃ

上
部
工
事
の
元
請
「
Ｉ
Ｈ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
建
設（
Ｉ
Ｉ
Ｋ
）」

（
東
京
都
江
東
区
、
德
山
貴

信
社
長
）
を
代
表
と
す
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
国
土
交

通
省
が
内
閣
府
「
官
民
研
究

開
発
投
資
拡
大
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
＝
プ
リ

ズ
ム
）
の
枠
組
み
を
活
用
し

て
実
施
す
る
「
建
設
現
場
の

生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
す

る
た
め
の
革
新
的
技
術
の
導

入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
試
行
工
事
と
し

て
応
募
し
、
今
年
10
月
に
採

択
さ
れ
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
総

合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
Ｉ

Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
ほ

か
、情
報
管
理
の「
Ｉ
Ｈ
Ｉ
」

（
東
京
都
江
東
区
、
満
岡
次

郎
社
長
）、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

・
デ
ー
タ
作
成
の
「
オ
フ
ィ

ス
ケ
イ
ワ
ン
」（
大
阪
市
西

区
、
保
田
敬
一
社
長
）、
出

来
形
計
測
対
応
・
計
測
結
果

と
り
ま
と
め
の
「
千
代
田
測

器
」（
東
京
都
台
東
区
、
平

野
啓
太
郎
社
長
）
の
4
社
で

構
成
す
る
。

現
場
で
は
、
4
Ｄ
可
視
化

で
作
業
リ
ス
ク
を
共
有
し
、

工
程
管
理
や
、
Ｍ
Ｒ
（
複
合

現
実
）
を
用
い
た
鉄
筋
組
立

完
了
後
の
配
筋
確
認
、
Ｔ
Ｓ

と
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
組
み
合
わ
せ
た

床
版
計
測
高
の
高
度
化
な
ど

を
図
る
と
と
も
に
、
遠
隔
か

ら
の
監
督
検
査
な
ど
に
も
取

り
組
ん
だ
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
責
任
者

の
中
村
定
明
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン

フ
ラ
建
設
開
発
部
長
は
「
実

工
事
で
は
、
現
時
点
で
で
き

る
こ
と
と
、
で
き
な
い
こ
と

が
把
握
で
き
た
。
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
今
後
も
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

大島大橋 応急復旧が完了 国
内
初
4
Ｄ
と
Ｔ
Ｓ
で
上
部
工
建
設

プ
リ
ズ
ム
採
択

Ｉ
Ｉ
Ｋ
な

ど

4
社

山口県 最速工法を採用
長大、ＪＦＥエンジが対応

大島大橋に設置したバイパスビーム（山口県提供）

山
口
県
土
木
建
築
部
・
道

路
整
備
課
は
、
一
般
国
道
4

3
7
号
「
大
島
大
橋
」（
鋼

3
径
間
ト
ラ
ス
橋
、
橋
長
1

0
2
0
ｍ
）
の
応
急
復
旧
を

完
了
さ
せ
、
11
月
27
日
、
交

通
規
制
を
解
除
し
た
。

同
橋
は
10
月
22
日
に
ド
イ

ツ
海
運
会
社
の
貨
物
船
が
衝

突
し
て
損
傷
し
て
い
た
。

県
は
被
災
状
況
の
調
査

を
、
同
橋
の
定
期
点
検
を
委

託
し
て
い
た
長
大
に
改
め
て

委
託
。
調
査
・
応
急
復
旧
・

本
復
旧
は
、
新
設
時
に
施
工

し
た
日
本
鋼
管
の
後
継
Ｊ
Ｆ

Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
約

23
億
円
で
契
約
し
て
い
る
。

損
傷
把
握
は
、
被
災
直
後

に
橋
面
上
か
ら
ポ
ー
ル
型
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
、
特
殊
高
所

技
術
で
近
接
し
た
。
足
場
架

設
後
、
添
接
・
溶
接
部
を
超

音
波
探
傷
や
磁
粉
探
傷
で
実

施
。
下
弦
材
と
横
構
の
一
部

破
断
、
縦
桁
と
横
桁
の
変
形

な
ど
の
損
傷
を
確
認
し
た
。

応
急
復
旧
は
、
最
速
で
施

工
可
能
な
バ
イ
パ
ス
ビ
ー
ム

（
上
図
）
の
設
置
を
、
施
工

者
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
の
提
案
で

採
用
し
た
。縦
桁
追
加
、既
設

縦
桁
と
既
設
横
桁
の
接
続
部

を
Ｌ
型
ア
ン
グ
ル
材
に
よ
る

連
結
も
行
っ
て
い
る
。

本
復
旧
方
針
は
検
討
中
だ
。

中国地整・松江国道
多伎インター橋でＭＲで鉄筋組立完了後の配筋チェック(右端

の男性がレンズを装着して鉄筋位置をみる)

1
つ
ず
つ
皆
で
確
認

10
月
中
旬
、
東
京
都
江
東

区
に
あ
る
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

建
設
の
本
社
会
議
室
で
、
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
関
係
者
が

協
議
を
重
ね
て
い
た
。

進
行
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
調
整
役
を
担
う
開
発
部

開
発
グ
ル
ー
プ
の
若
林
良
幸

課
長
。
2
0
1
8
年
10
月
〜

19
年
3
月
ま
で
の
工
程
で
、

1
つ
ず
つ
確
認
事
項
を
会
議

参
加
者
と
改
め
て
確
認
し
て

い
た
。

オ
フ
ィ
ス
ケ
イ
ワ
ン
保
田

社
長
、
千
代
田
測
器
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
の
平
原

幸
男
次
長
ら
が
、
懸
念
事
項

に
つ
い
て
質
問
や
回
答
を
行

っ
た
。
懸
案
の
1
つ
は
、
Ｍ

Ｒ
を
具
現
化
す
る
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
・
ホ
ロ
レ
ン
ズ
の
装

着
を
、
現
場
作
業
員
が
煩
わ

し
が
ら
ず
に
受
け
入
れ
て
く

れ
る
か
ど
う
か
だ
っ
た
。

（
2
面
に
続
く
）

ＴＳとＣＩＭで床版高を確認

「
文
春
砲
」
が
日
本

テ
レ
ビ
に
さ
く
裂
し

た
。
人
気
番
組
「
世

界
の
果
て
ま
で
イ
ッ

テ
Ｑ
！
」
が
放
映
し

た
ラ
オ
ス
の
祭
り
に
、
ヤ
ラ

セ
疑
惑
が
あ
る
と
い
う
。
社

長
が
謝
罪
し
、
祭
り
企
画
は

休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
世

間
は
ヤ
ラ
セ
批
判
の
大
合
唱

で
あ
る
★
テ
レ
ビ
番
組
な
ん

て
演
出
と
い
う
名
の
ヤ
ラ
セ

の
塊
と
思
っ
て
い
る
横
丁
子

は
、
そ
れ
に
同
調
し
な
い
。

し
か
し
、
世
の
安
直
な
ヤ
ラ

セ
批
判
者
よ
り
、
も
っ
と
腹

を
立
て
て
い
る
★
疑
惑
の
主

が
「
橋
祭
り
」
だ
か
ら
だ
。

橋
に
見
立
て
た
板
の
上
を
自

転
車
で
駆
け
抜
け
、
ス
ピ
ー

ド
を
競
う
祭
り
だ
と
か
。
タ

レ
ン
ト
が
橋
か
ら
池
に
落
ち

た
り
し
て
、
笑
い
を
誘
う
。

こ
れ
は
、
橋
に
対
す
る
冒
と

く
で
あ
る
★
人
々
は
様
々
な

思
い
を
込
め
、
橋
を
舞
台
に

祭
り
を
開
い
て
き
た
。
春
の

錦
帯
橋
ま
つ
り
で
は
、
大
名

行
列
な
ど
華
麗
な
時
代
絵
巻

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
★
静
岡

・
島
田
の
蓬
莱
橋
に
は
、
茶

園
の
開
拓
を
支
え
た
橋
に
感

謝
し
、
橋
を
ぼ
ん
ぼ
り
で
飾

る
祭
り
が
あ
る
★
「
永
遠
に

そ
こ
に
あ
る
も
の
」（
山
本
周

五
郎
「
な
が
い
坂
」）
と
い

う
橋
の
尊
厳
と
精
神
性
。
そ

れ
を
笑
い
の
タ
ネ
に
し
た
の

は
、
ヤ
ラ
セ
よ
り
罪
深
い
。

遠
隔
か
ら

監
督
検
査

(上)(右から)中村部長、若林課長
(下)(右から)保田社長、平原次長

前
回
の
東
京
五
輪
（
1
9

6
4
年
）
を
前
に
首
都
高
速

が
急
ピ
ッ
チ
で
造
ら
れ
、
東

京
・
中
央
区
の
日
本
橋
の
上

を
横
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
は
日
本
橋
に
立
つ
道
路

元
標
の
真
上
を
通
る
よ
う
に

計
画
さ
れ
た
が
、
設
計
変
更

で
元
標
に
当
た
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、「
今
み
ら
れ
る
よ

う
に
高
速
道
路
の
上
・
下
線

を
分
離
し
、
道
路
元
標
を
は

さ
み
込
む
形
と
し
た
」
と
、

「
首
都
高
速
道
路
公
団
二
十

年
史
」（
1
9
7
9
年
）」
は

書
い
て
い
る
。

記
述
は
あ
っ
さ
り
し
て
い

る
が
、
そ
の
陰
に
は
、
道
路

元
標
を
守
ろ
う
と
い
う
強
い

意
志
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
高

速
建
設
は
工
程
が
短
く
、
た

だ
で
さ
え
突
貫
工
事
に
近
か

っ
た
。
日
本
橋
へ
の
愛
情
が

な
け
れ
ば
、
上
・
下
線
を
分

離
す
る
と
い
う
厄
介
な
設
計

変
更
を
時
間
の
な
い
中
で
行

う
は
ず
が
な
い
。

道
路
元
標
が
照
明
柱
を
兼

ね
て
い
た
路
面
電
車
は
、

1
9
7
1
年
に
廃
止
さ
れ

た
。
そ
の
翌
年
、
道
路
元
標

は
レ
ー
ル
を
取
り
除
く
工
事

に
伴
い
、
現
在
の
橋
詰
「
元

標
の
広
場
」
に
移
設
さ
れ
た

（
写
真
）。（
7
面
に
続
く
）
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